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永年のご功績をたたえて 2

11月は『児童虐待防止推進月間』です 4

24年度　一般会計決算 6



冨
森

　
壽
弘 

氏（
日
岡
）

社
会
福
祉

　
永
年
に
わ
た
り
、
大
分
市
視
覚
障
害
者

協
会
会
長
を
は
じ
め
社
会
福
祉
関
係
団
体

の
要
職
を
歴
任
さ
れ
る
と
と
も
に
、
障
が

い
者
の
福
祉
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
本
市
の

心
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

阿
部

　
信
行 

氏（
生
石
）

保
健
衛
生

　
永
年
に
わ
た
り
、
学
校
保
健
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
民
の
健

康
増
進
並
び
に
地
域
医
療
の
充
実
に
尽

力
さ
れ
、
本
市
の
保
健
衛
生
の
向
上
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

馬
場

　
和
子 

氏（
羽
屋
）

社
会
福
祉

　
永
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
児
童
委

員
を
は
じ
め
各
種
要
職
に
精
励
さ
れ
る

と
と
も
に
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
力

さ
れ
、
本
市
の
心
豊
か
な
地
域
社
会
づ

く
り
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

阿
部

　
剛
四
郎 

氏（
久
原
中
央
）

社
会
福
祉

　
永
年
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し
て
更

生
保
護
事
業
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も

に
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
力
さ
れ
、

本
市
の
心
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

澤
宮

　
昌
孝 

氏（
敷
戸
西
町
）

保
健
衛
生

　
永
年
に
わ
た
り
、
学
校
保
健
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
民
の
健

康
増
進
並
び
に
地
域
医
療
の
充
実
に
尽

力
さ
れ
、
本
市
の
保
健
衛
生
の
向
上
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

沓
掛

　
昭
子 

氏（
明
野
北
）

社
会
福
祉

　
永
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
児
童
委

員
を
は
じ
め
各
種
要
職
に
精
励
さ
れ
る

と
と
も
に
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
力

さ
れ
、
本
市
の
心
豊
か
な
地
域
社
会
づ

く
り
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

藤
　
和
郎 

氏（
上
判
田
）

保
健
衛
生

　
永
年
に
わ
た
り
、
学
校
保
健
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
民
の
健

康
増
進
並
び
に
地
域
医
療
の
充
実
に
尽

力
さ
れ
、
本
市
の
保
健
衛
生
の
向
上
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

生
野

　
信
也 

氏（
南
鶴
崎
）

保
健
衛
生

　
永
年
に
わ
た
り
、
学
校
保
健
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
民
の
健

康
増
進
並
び
に
地
域
医
療
の
充
実
に
尽

力
さ
れ
、
本
市
の
保
健
衛
生
の
向
上
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
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永
年
の
ご
功
績
を
た
た
え
て

　
市
で
は
、
11
月
３
日
に
永
年
に
わ
た
り
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
地
方
自
治
、
芸
術
・
文
化
、
社
会
福
祉
、
保
健
衛
生
の
各
部
門
で
ご
功
績
の
あ
っ
た
12
名
の
方
々
を
表
彰
し
ま
す
。（
順
不
同
）

―
11
月
３
日
は「
文
化
の
日
」―

田
中

　
惠
美
子 

氏（
南
鶴
崎
）

社
会
福
祉

　
永
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
児
童
委

員
を
は
じ
め
各
種
要
職
に
精
励
さ
れ
る

と
と
も
に
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
力

さ
れ
、
本
市
の
心
豊
か
な
地
域
社
会
づ

く
り
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

赤
木

　
保 
氏（
永
興
）

地
方
自
治

　
永
年
に
わ
た
り
、
自
治
委
員
を
は

じ
め
各
種
要
職
に
精
励
さ
れ
る
と
と

も
に
、
地
区
住
民
の
自
治
活
動
の
指

導
育
成
に
尽
力
さ
れ
、
本
市
の
自
治

振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

玉
井

　
豊
子 

氏（
勢
家
町
）

芸
術
・
文
化

　
永
年
に
わ
た
り
、
大
分
市
華
道
協
会

会
長
と
し
て
大
分
生
活
文
化
展
に
お
い

て
諸
流
い
け
ば
な
展
を
開
催
さ
れ
る
な

ど
、
伝
統
あ
る
い
け
ば
な
芸
術
の
向
上

と
普
及
に
尽
力
さ
れ
、
本
市
の
文
化
振

興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

河
野

　
光
男 

氏（
金
池
南
）

地
方
自
治

　
永
年
に
わ
た
り
、
自
治
委
員
を
は

じ
め
各
種
要
職
に
精
励
さ
れ
る
と
と

も
に
、
地
区
住
民
の
自
治
活
動
の
指

導
育
成
に
尽
力
さ
れ
、
本
市
の
自
治

振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

大
分
市
文
化
の
日
表
彰

お
問
い
合
わ
せ
　
市
長
室
　
☎
５
３
７・５
６
０
０
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　「
子
ど
も
と
ど
う
接
し
た
ら
い
い
の
か
分

か
ら
な
い
」「
子
ど
も
の
行
動
が
気
に
な
る
」

「
子
ど
も
へ
の
愛
情
は
あ
る
の
に
手
を
上
げ

そ
う
に
な
る
」「
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
」な

ど
、子
育
て
に
悩
み
を
抱
え
る
人
は
数
多
く

い
ま
す
。一
人
で
す
べ
て
を
抱
え
込
も
う
と

せ
ず
、つ
ら
さ
や
不
安
を
周
り
に
伝
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
市
は
、虐
待
に
関
す
る
相
談
以
外
に
も
、

育
児
に
関
す
る
電
話
相
談
や
面
接
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す（
左
記
参
照
）。一
人
で

悩
ま
ず
、ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　子どもは一人で育つことはできま
せん。親はもちろん、祖父母やきょ
うだいなどの家族に愛情を注がれ成
長していきます。
　児童虐待と聞くと、子どもが暴力
を振るわれ体が傷つくことをイメー
ジされる方も多いかもしれません。
しかし、近年、子ども家庭支援セン
ターに寄せられる児童虐待の相談の
傾向は、身体的虐待やネグレクトは

もちろん、心理的虐待の件数が非常に増えています。
　衣・食・住が満たされていても、心が傷つけられたり
愛情を注がれない状態が長期にわたると、子どもが発育
不良になるという研究結果もあります。一見、体の傷や
あざは見られなくても、背景に児童虐待がある場合も多
いのです。
　子どもがＳＯＳの声をあげれば発見できますが、まだ
しゃべれない子ども、親をかばって話そうとしない子ど
ももいるのです。こういった見えにくい、分かりにくい児
童虐待を、いかに早期発見し、支援を行えるかが非常に
重要です。
　親自身が子育ての悩みを抱え込んで深刻な事態になる
前に相談をすること、また地域の皆さんが、子どもや親
の気になる変化にいち早く気付き相談機関に連絡するこ
と。どちらも勇気がいると思いますが、その一歩が子ど
もを守る大きな力になります。最寄りの子ども家庭支援
センターなどの相談窓口にぜひ、ご相談ください。

１

２

３

４

５

「おかしい」と感じたら迷わず通報（通告）を 〈通告は義務＝権利〉

「しつけのつもり…」は言い訳 〈子どもの立場で判断〉

   一人で抱え込まない 〈あなたにできることから即実行〉

   親の立場より子どもの立場 〈子どもの命が最優先〉

   虐待はあなたの周りでも起こりうる 〈特別なことではない〉

子どもを虐待から守るため
にできること

児童虐待の通報・相談の窓口

子育てに関する相談窓口

市子育て支援サイト n
な
aa

あ
n

な
a

子育て中の保護者同士での悩み相談や情報交換など
を行うことができます。

通報した人の個人情報は守られます。虐待の事実がない
と分かっても、責任を問われることはありません。

[月～金曜日　午前８時 30分～午後６時 ]
中央子ども家庭支援センター……… ☎ 537-5688

[ 月～金曜日　午前８時 30分～午後５時 15分 ]
東部子ども家庭支援センター……… ☎ 527-2140
西部子ども家庭支援センター……… ☎ 541-1440

[24 時間電話相談受付 ]
県中央児童相談所…………………… ☎ 544-2016

[ 警察署または 110番 ]
大分中央警察署……………………… ☎ 533-2131
大分東警察署………………………… ☎ 527-2131
大分南警察署………………………… ☎ 542-2131

[ 休日・夜間 ]
市役所（時間外受付） ……………… ☎ 534-6119

◎育児相談
[ 月～金曜日　午前８時 30分～午後６時 ]
中央子ども家庭支援センター……… ☎ 537-5688

[ 月～金曜日　午前８時 30分～午後５時 15分 ]
東部子ども家庭支援センター……… ☎ 527-2140
西部子ども家庭支援センター……… ☎ 541-1440
中央保健センター…………………… ☎ 536-2517
東部保健福祉センター……………… ☎ 527-2143
西部保健福祉センター……………… ☎ 541-1496
大在健康支援室……………………… ☎ 574-7681
坂ノ市健康支援室…………………… ☎ 574-7891
佐賀関健康支援室…………………… ☎ 575-2077
大南健康支援室……………………… ☎ 574-7791
野津原健康支援室…………………… ☎ 588-1880

◎すこやか育児電話相談
[ 月～金曜日　午前９時～午後４時 30分 ]
中央保健センター…………………… ☎ 537-8181

◎すくすく子育て電話相談・面接相談
[ 月～日曜日　午前９時～午後５時 ]
　※第２・第４月曜日を除く
地域子育て支援センター…………… ☎ 576-8245

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
を

子どもを虐待から守るための５カ条

中央子ども
家庭支援センター

所長　高場　ひとみ

お問い合わせ
中央子ども家庭支援センター　☎537-5688

大分市  naana 検索
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地
域
ぐ
る
み
で

　
な
く
そ
う
！
児
童
虐
待

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
発
達
を
損
な
う
虐
待
は
、

年
々
増
え
続
け
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
は
何

を
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

増
え
続
け
る
児
童
虐
待

　
近
年
、
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
か
ら
、

わ
が
子
に
暴
力
を
振
る
っ
た
り
、
食
事

を
与
え
な
か
っ
た
り
な
ど
と
い
っ
た
痛

ま
し
い
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
市
へ
寄
せ
ら
れ
る
子
ど
も
へ
の
虐
待

の
相
談
件
数
も
、
年
々
増
加
し
て
お
り
、

24
年
度
に
は
６
５
０
件
を
超
え
る
相
談

が
あ
り
、
５
年
前
と
比
べ
て
約
２
・
６
倍

に
増
え
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
児
童
虐
待

●
身
体
的
虐
待

　
殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、
激
し

く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、

溺
れ
さ
せ
る
な
ど

●
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）

　
家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な

い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自
動
車
の

中
に
放
置
す
る
、
重
い
病
気
に
な
っ
て

も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

●
心
理
的
虐
待

　
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う

だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど
も
の

目
の
前
で
家
族
に
暴
力
を
振
る
う
な
ど

●
性
的
虐
待

　
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為

を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被

写
体
に
す
る
な
ど

あ
な
た
の
通
報
が
親
子

を
救
い
ま
す

　
あ
な
た
の
身
近
な
所
で
も
、
児
童
虐
待

が
行
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
も
し
、
児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ

れ
る
子
ど
も
を
発
見
し
た
場
合
は
、
通

報
・
相
談
し
て
く
だ
さ
い
（
通
告
の
義

務
が
あ
り
ま
す
）。
地
域
の
皆
さ
ん
の
連

絡
で
保
護
者
に
も
必
要
な
援
助
が
届
き
、

親
子
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

児
童
虐
待
を
な
く
す
た
め
に
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

11
月
はは
『
児
童童
虐
待待
防防防
止
推推
進進
月月
間間
』
ででで
すす

児童虐待のサイン

このようなサインに気付いたら、迷わず左記の児童虐待の通報・相談機関に連絡（通報）してください。

□ 大人の怒鳴り声やたたく音、
　 子どもの不自然な泣き声がしばしば聞こえる
□ 夜遅くまで一人で遊んでいる、家に帰りたがらない

□ 不自然な傷やあざがある
□ 着衣や髪の毛がいつも汚れている
　　　　　　　　　　　　　　　など

□ 周りにこんな子どもはいませんか？
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24年度の主な建設改良事業の実施状況

24年度の給水状況

24年度の業務状況
処理区域内人口………………………………… 281,919 人
処理区域内世帯……………………………… 124,864 世帯
普及率…………………………………………………… 59.1％
年間処理水量（※ 1） ……………………… 42,932,171㎥
年間有収水量（※ 2） ……………………… 31,754,924㎥
有収率（※ 3） ………………………………………… 74.0％

給水人口………………………………………… 466,325 人
給水世帯………………………………………… 204,331 世帯
普及率…………………………………………………… 97.8％
年間給水量…………………………………… 51,061,457㎥
1 日最大給水量 …………………………………… 155,637㎥
1 人 1 日当たりの平均給水量 ……………………… 300ℓ

配水施設整備事業 10億４千万円
岩上地区など４地区での上水道整備事業や配水管布設工事など
新設管路整備事業 ６億６千万円
太平寺配水池～シンボル道路工区の配水本管布設工事など
佐賀関地区施設整備事業 ３億８千万円
岩ノ下浄水場膜ろ過施設整備事業など
老朽管更新事業 ３億３千万円
南津留地区などでの配水管更新工事など
大分川ダム建設工事負担金 ９千万円
大分川ダム建設に係る大分市負担金

（※1）年間処理水量…処理した汚水の年間の水量
（※2） 年間有収水量…年間処理水量のうち使用料徴収の対象と

なった年間の水量
（※3） 有収率…処理した汚水のうち、使用料徴収の対象となる有

収水の割合。有収率が高いほど使用料徴収の対象とするこ
とができない地下水や雨水などの不明水が少なく効率的

※総合収支とは、収益的収支（日常の営業活動に伴う収支）と資本的収支（施設の更新、改良など投資にかかる収支）を合わせたものです。

総　合　収　支　（※） 総　合　収　支　（※）

収入合計
174億1千万円

収入合計
194億円

支出合計
167億円

支出合計
160億7千万円

翌年度への繰越資金
7億1千万円

翌年度への繰越資金
33億3千万円

下水道使用料
46億2千万円

（26.5％）
水道料金
100億2千万円

（51.6％）
一般会計からの繰入金
44億2千万円

（25.3％）
前年度からの繰越資金
39億2千万円

（20.2％）

減価償却費などからなる、
実質的に支出に充てるこ
とのできる財源
31億4千万円

（16.2％）

借入金の返済
（元金・利息）
81億2千万円

（48.6％）

借入金の返済
（元金・利息）
48億1千万円

（29.9％）

下水道施設の
減価償却費など
33億9千万円

（20.3％）

水道施設の
減価償却費・
資産減耗費
31億2千万円

（19.4％）

下水道施設の
整備・更新などの
ための工事費
24億円

（14.4％）

水をきれいにして
家庭に届け、
水道料金を収納する
までの費用
31億円

（19.3％）

汚れた水をきれいに
して、川や海に流すため
に必要な使用料などを
収納するまでの費用
21億5千万円

（12.9％）

水道施設の更新・
改良のための
工事費など
27億6千万円

（17.2％）

人件費
22億8千万円

（14.2％）

借入金の返済のために
積み立てる基金
2千万円

（0.1％）

人件費
6億2千万円

（3.7％）

下水道施設の
整備・更新などに充てる
ための借入金
34億2千万円

（19.7％）

水道使用の加入金、
水道管移設に伴う
工事負担金など
11億6千万円

（6.0％）

受益者負担金
9千万円

（0.5％）

借入金の返済のために
積み立てている基金収入
および預金利息など
3千万円（0.2％）

国からの補助金
9億3千万円

（5.4％）
水道施設の更新・
改良などに充て
るための借入金
5億8千万円

（3.0％）

国、県、市からの補助金
5億8千万円

（3.0％）

減価償却費などからなる、
実質的に支出に充てるこ
とができる財源
39億円

（22.4％）

収入 収入支出 支出

お問い合わせ　下水道経営企画課　☎537-5640 お問い合わせ　水道局経営管理課　☎538-2404

24年度 水道事業会計決算24年度 公共下水道事業会計決算
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25 年第 3回市議会定例会で、24年度大分市歳入歳出決算および水道事業会計決算、公共下水道事業
会計決算が認定されましたので、その概要についてお知らせします。（数字は概数）

24年度の目的別歳出金額と主な事業39億１千万円の黒字決算

歳入は前年度に比べて
128億８千万円（8.0％）の増加

歳出は前年度に比べて
126億円（8.0％）の増加

議会費…… 9 億 8 千万円
総務費…… 182 億 4 千万円
 ★ 大分市誕生 100 年市民企画実

施事業
 ★ご近所の底力再生事業
 ★あなたが支える市民活動応援事業
民生費…… 591 億 9 千万円
 ★高齢者ワンコインバス事業
 ★障がい者自立支援費
 ★保育所運営事業
衛生費…… 136 億 8 千万円
 ★ 福宗環境センター清掃工場
 　長寿命化事業
 ★妊婦健診助成事業
 ★子ども医療助成事業
労働費…… 1 億 9 千万円
 ★若年者や中高年者の就労推進
農林水産業費 ‥15 億 2 千万円
 ★「おおいたの幸」ブランド化支援事業
 ★地産地消推進事業
 ★農道・林道および漁港整備
商工費…… 43 億 1 千万円
 ★商都復活支援事業
 ★企業立地推進事業
 ★森林セラピー魅力創出事業
土木費…… 283 億円
 ★ホルトホール大分整備事業
 ★大分駅周辺総合整備事業
 ★住環境整備事業
 ★公営住宅建設事業
消防費…… 51 億 6 千万円
 ★全市一斉総合防災訓練
 ★ シンボルロード内飲料水兼用　

耐震性貯水槽等整備事業
 ★消防車輌購入事業
教育費…… 159 億 4 千万円
 ★春日町小学校北校舎改築事業
 ★南大分小学校施設整備事業
 ★小・中学校校舎等耐震化推進事業
 ★大友氏遺跡保存整備事業
災害復旧費 ‥8 千万円
公債費…… 219 億 4 千万円

◎形式収支　42億６千万円
　（前年度比２億８千万円増）

1,737 億９千万円（歳入）ー
1,695 億３千万円（歳出）
◎実質収支　39億１千万円
　（前年度比２億 1千万円増）

42 億６千万円（形式収支の黒字）ー
   ３億５千万円（翌年度へ繰り越すべき財源）
◎地方債残高

24 年度末現在で 1,911億２千万円
（前年度比 51億３千万円増）
市民１人当たりの地方債残高…40 万
３千円　（前年度比１万円増）

　市税は、個人市民税が10億５千万円増
加したものの法人市民税が５億１千万円、
固定資産税が11億９千万円減少したことな
どから、８億４千万円の減収となりました。
　一方、ホルトホール大分整備事業など
により国庫支出金が15億６千万円の増
加、繰入金が10億円の増加、また市債は
土地開発公社清算事業の影響も加わり、
112億３千万円の増加となりました。

　ホルトホール大分整備事業などの影
響で、投資的経費は290億２千万円と
なり、　98億２千万円増加しました。ま
た土地開発公社清算事業などにより、
補助費が39億７千万円増加しました。
　一方、人件費、扶助費、公債費を合
計した義務的経費は18億６千万円減少
しました。

市税
762億6千万円
（43.9％）

市債
242億8千万円
（14.0％）
地方交付税
118億7千万円
（6.8％）
県支出金
75億8千万円
（4.4％）
地方消費税交付金
47億8千万円
（2.7％）
繰越金
39億9千万円
（2.3％）

国庫支出金
312億1千万円
（18.0％）

その他
138億2千万円
（7.9％）

人件費
306億7千万円
（18.1％）

〈性質別分類〉

扶助費
424億1千万円
（25.0％）

公債費
219億3千万円
（12.9％）
普通建設事業費
289億4千万円
（17.1％）

繰出金
117億7千万円
（6.9％）

災害復旧費
8千万円（0.1％）

その他
49億4千万円
（2.9％）

積立金
10億1千万円
（0.6％）

物件費
146億円（8.6％）
補助費
131億8千万円
（7.8％）

1,737億9千万円 1,695億3千万円

決算に係る健全化判断比率

【指標の説明】
・実質赤字比率
・連結実質赤字比率
・実質公債費比率

・将来負担比率

・資金不足比率

一般会計などの赤字額の標準財政規模※に対する比率
すべての会計の赤字額の標準財政規模に対する比率
一般会計などの地方債の償還やこれに準じる支出額
の標準財政規模に対する比率
一般会計などの地方債や将来支払っていく負担額の
残高の標準財政規模に対する比率
公営企業ごとの赤字額の料金収入などの収益に相当
する事業規模に対する比率

大分市の財政は早期健全化基準を
すべてクリアしています。

決算に係る資金不足比率

（単位：％）

（単位：％）

指標

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

大分市
早期健全化基準

水道事業会計
公共下水道事業会計
公設地方卸売市場事業特別会計
農業集落排水事業特別会計

実質赤字比率
─
11.25

連結実質赤字比率
─
16.25

実質公債費比率 将来負担比率
10.0
25.0

79.1
350.0

※表中「─」は、該当比率がない（赤字額がない）ことを示しています。

※各基準は「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づくものです。
※表中「─」は、該当比率がない（資金不足がない）ことを示しています。※標準財政規模とは、その地方公共団体の標準的な状態で、通常収入が見込まれる

　一般財源の規模を示すもの

─
─ 20.0
─
─

お問い合わせ　財政課　☎537-5607

24年度 一般会計決算
42億6千万円
形式収支

義

務

的

経

費

そ
の
他
の
経
費

投
資
的
経
費

歳出歳入
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　お問い合わせ　実行委員会事務局　（観光課内　☎537-5717）

　　

午後４時～５時
★おおいた伝統芸能フェスティバル

午後５時～８時
★大分いこいの道　オータムフェスタ

府内南蛮音楽祭　

宗麟公ゆかりの
「津久見宗麟太
鼓」や竹田市指定
無形民俗文化財
の「平田獅子舞」
を披露します。

９日㈯　　 10日㈰　  
ステージイベント

※ 天候などにより、時間や内容などが変更になる場合があります。

午前11時30分～午後２時30分
★府内南蛮音楽祭

アメリカ・南アフリカ・韓国など世界
の音楽の演奏のほか、演劇「SORIN」
などを披露します。

午後２時30分～４時
★おおいた伝統芸能フェスティバル

宗麟公ゆかりの「鶴崎踊」をはじめ「柞原太鼓」「岡倉
神楽」が会場に彩りを添えます。

午後４時～５時
★フェスティビタス・ナタリスinBungo
　（戦国時代のクリスマス）

約450年前の宗麟公とザビエルの出会いを再現。南蛮
衣装を着てのパレードと火縄銃演武も披露します。

― 

南
蛮
文
化
が
華
開
い
た
「
豊
後
府
内
」
の
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
ふ
た
た
び 

― 

津久見宗麟太鼓

　
今
か
ら
約
４
５
０
年
前
、こ
こ
豊
後
府
内（
現
大

分
市
）の
地
に
は
、戦
国
大
名
「
大
友
宗
麟
」の
功

績
に
よ
り
、東
洋
と
西
洋
の
文
化
が
融
合
し
た
独

創
的
な
南
蛮
文
化
が
生
ま
れ
ま
し
た
。ま
ち
に
は

異
国
の
人
々
が
行
き
交
い
、日
本
で
初
め
て
と
な
る

西
洋
の
医
学
や
天
文
学
、音
楽
や
演
劇
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
国
の
文
化
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、大
友
宗
麟
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う「
宗
麟
公
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

　
さ
わ
や
か
な
秋
の
日
を
、グ
ル
メ
フ
ェ
ス
タ
で
各

国
の
料
理
を
堪
能
す
る
と
と
も
に
、国
際
色
豊
か

な
音
楽
や
伝
統
芸
能
に
親
し
み
、優
雅
に
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。

「西洋文化発祥の地」にちなんで、シャ
ンソン・ジャズ・ボサノバなどの音楽が
会場を国際色豊かに演出します。

大友家の作法日記に記
された名月を祝う年中
行事「観月祭」と、宗
麟公の愛した茶の湯の
世界を「野

の だ て

点」で再現
します。

※ お茶を飲まれた人に関あじ
最中（１人１個）をプレゼ
ント！【先着50人】

両日開催のイベント
ムシカの郷の
観月祭と大茶会

府内唐人町グルメフェスタ
16世紀に豊後府内に実在した外
国人街（府内唐人町）をテーマに
したグルメコーナー。インドのシ
シカバブやインドネシアのロッ
ティーなどのほか、牛めしや、スパ
イスとり天など郷土料理をアレン
ジした食の見本市を開催します。

宗麟公が日本で初めて飲んだといわれるポルト
ガルワインを直輸入。大分の食文化を現代風に
アレンジしたおつまみとともにご賞味ください。

南蛮ポルトガルワインスクエア

大分いこいの道　オータムフェスタ
・  府内南蛮バザール

アジア・ヨーロッパなどの衣装や雑貨などのフ
リーマーケットを開催。セイロンティーの出店
のほか、南蛮王トレジャーシューティングで南
蛮菓子がもらえます。

・  フリーマーケット

大友宗麟プロモーション
市民提案事業

当日券300円（お茶・お菓子代）

ワイン１杯300円　料理一品300円

大友宗麟
プロモーション
市民提案事業

※９日㈯のみ

※10日㈰のみ

11
月
９
日
㈯

午
後
４
時
〜
８
時
30
分

11
月
10
日
㈰

午
前
11
時
〜
午
後
５
時

前
夜
祭
　

場
所

大
分
い
こ
い
の
道
北
側
広
場

（
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
西
側
）

宗
麟
公
ま
つ
り

観覧無料

６市町連携！
キリシタン・南蛮文化 PR ブース

「キリシタン・南蛮文化交流協定」を結んだ
県内６市町（国東市、日出町、臼杵市、津久
見市、竹田市、大分市）に残る貴重な文化遺
産をパネルなどで紹介します。

無料
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　1586（天正14）年、大友義
よしむね

統（大友宗麟の長男・第22代当
主）と長

ちょうそかべ

宗我部元
もとちか

親・信
のぶちか

親、十
そごう

河存
まさやす

保、仙
せんごく

石秀
ひでひさ

久が率いる大
友・四国連合軍６千余と九州制覇を狙う島津軍２万余が
戦った「戸次川の合戦」。大友・四国連合軍は、奮戦するも
多勢に無勢のうえ、島津氏の巧妙な戦略により、全滅に近
い敗戦となりました。
　この歴史的な出来事を後世に伝えるため、大野川の古戦
場を会場に、大野川合戦まつりを開催します。合戦を再現
した合戦絵巻をはじめ、武者行列、流

や ぶ さ め

鏑馬、郷土芸能の上
演や郷土料理・農産物の販売などが行われます。
　また、大友一族（柴田氏）の居城天面山で「天面陣」が、古い
街なみが残る戸次本町で「よいやかがり火」が行われます。
　戦国時代をほうふつさせる歴史絵巻で、語り継がれて
きた戦いを感じてみませんか。

　1586（天正14）年、大
主）と長

ちょうそかべ

宗我部元
もとちか

親・信
のぶ

友・四国連合軍６千余
戸次川の合戦
勢のうえ、島津
なりました。
史的な出来事
に、大野川合
絵巻をはじめ
料理・農産物の
大友一族（柴田氏
残る戸次本町
代をほうふつ
を感じてみま

友・四国連
戦った「戸
多勢に無勢
い敗戦とな
　この歴史
場を会場
した合戦絵
演や郷土料
　また、大
街なみが残
　戦国時
きた戦いを

合戦まつり会場（大南大橋周辺）9 日㈯9 日㈯
午
前

午
後

午
前

午
後

天面陣会場（天面山）

よいやかがり火会場（帆足本家酒造蔵）

10日㈰

お問い合わせ　大野川合戦まつり実行委員会事務局（大南市民センター内）　☎597-1264

 10 時～
 11 時～
 11 時30分～
正午～
 ０ 時30分～
 １ 時～
 ２ 時10分～
 ２ 時40分～
 ３ 時40分～

 ４ 時50分～
 ５ 時20分～
 ６ 時30分～
 ７ 時～

 ８ 時45分～
 ９ 時

第30回天面山祭り
神楽大会・もちつき大会・出店 など

戸次本町街なみスケッチ大会
表彰式
CITLVO の音楽旅（弦楽三重奏）
※料金 1,000 円（当日券あり）
竹灯籠点火式

とう ろう

シ ト ル ボ

開会式、大南市場開店
上戸次小子ども神楽クラブ
相撲甚句、もちまき
吉野臥龍梅太鼓ジュニア
合戦チャンバラ
合戦ヨサコイ
和尚さんと歌いましょう、もちまき
流鏑馬
子ども武者絵巻

（武者行列、騎馬武者早駆け）、もちまき
和尚さんと踊りましょう
合戦ヨサコイ
吉野臥龍梅太鼓
合戦絵巻（吉野臥龍梅太鼓、出陣式、
騎馬隊・火矢弓隊・鉄砲隊・豊後大
友宗麟鉄砲隊演武、合戦花火など）
お楽しみ抽せん会
大南市場閉店

が　りゅう ばいが　りゅう ばい

いにしえいにしえ

 １ 時30分～

 ４ 時～
 
 ５ 時30分～

 10 時～

小雨決行11月９日 11月９日 ・10日 ・10日 土 日

※天候などにより、時間や内容などが変更になる場合があります。
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国
民
年
金
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
５
３
７・５
６
１
７
）

◎
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
は

　
お
済
み
で
す
か

　
20
〜
60
歳
未
満
で
、会
社
な
ど
を
退

職
し
た
と
き
は
、国
民
年
金
へ
の
加
入

手
続
き
が
必
要
で
す
。ま
た
、会
社
員
、

公
務
員
な
ど
第
２
号
被
保
険
者
の
被

扶
養
配
偶
者
は
、扶
養
者
が
退
職
し
た

と
き
や
扶
養
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
き

も
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◆
窓
口
　
国
民
年
金
室（
本
庁
舎
１

階
10
番
窓
口
）、各
支
所
、明
野
出
張

所
、本
神
崎
・
一
尺
屋
連
絡
所

◎ 

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
を

　
お
考
え
の
人
へ

　
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
に
際
し
て

は
、い
く
つ
か
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。要

件
に
合
致
し
な
い
と
請
求
し
て
も
受

給
が
で
き
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
、一
度
国
民
年
金
室（
本
庁
舎
１
階

10
番
窓
口
）ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ご
相
談
は
本
人
で
な
く
て
も
受
け

ら
れ
ま
す
。そ
の
際
に
次
の
こ
と
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
請
求
し
よ
う
と
さ
れ
る
障
が
い
の
原

因
と
な
っ
た
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
、

最
初
に
医
療
機
関
を
受
診
し
た
日（
初

診
日
）※
病
名
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ

た
場
合
で
も
、同
じ
症
状
で
受
診
を
し
た

場
合
は
同
じ
疾
病
と
し
て
考
え
、そ
の
一

番
古
い
日
付
を
初
診
日
と
し
ま
す
。

●
初
診
日
か
ら
現
在
ま
で
の
医
療
機

関
の
受
診
歴

◆
そ
の
他
　
身
体
障
害
者
手
帳
や
療

育
手
帳
な
ど
の
等
級
と
障
害
基
礎
年

金
の
等
級
は
同
じ
で
は
な
い
た
め
、か

か
り
つ
け
の
医
師
に
事
前
に
ご
相
談

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◎
11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」で
す

税
制
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
５
３
７・
７
３
１
４
）

◎
事
業
所
税
の
申
告（
納
付
）の
お
願
い

◆
課
税
対
象
　
市
内
に
あ
る
事
業
所

や
事
務
所
な
ど
で
、合
計
床
面
積
が

１
、０
０
０
平
方
㍍
を
超
え
る
か
、勤

務
す
る
従
業
者
数
が
１
０
０
人
を
超

え
る
事
業
者（
個
人
・
法
人
）

◆
税
額
の
計
算
方
法
　
資
産
割
と
従

業
者
割
を
合
算
し
て
税
額
を
算
出
し

ま
す
。　
●
資
産
割
…
算
定
期
間
末
日

の
事
業
所
な
ど
の
合
計
床
面
積
×
税

率（
１
平
方
㍍
に
つ
き
６
０
０
円
）

●
従
業
者
割
…
算
定
期
間
中
に
支
払
わ

れ
た
給
与
総
額
×
税
率（
０・25
㌫
）

◆
申
告（
納
付
）期
限
　
●
法
人
…
事

業
年
度
終
了
の
日
か
ら
２
か
月
以
内

●
個
人
…
翌
年
の
３
月
15
日
ま
で

◆
事
業
所
税
の
軽
減
措
置
　
非
課

税
、課
税
標
準
の
特
例
お
よ
び
減
免

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
11
月
11
日
㈪
〜
17
日
㈰
は

　「
税
を
考
え
る
週
間
」で
す

26
年
度
隣
接
校
選
択
制
の

希
望
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い

◆
申
請
期
間
と
時
間
　

11
月
11
日
㈪

〜
29
日
㈮（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
そ
の
他
　
申
請
書
は
教
育
企
画
課
、

各
小・
中
学
校
に
備
え
付
け
の「
申
請

要
項
」に
添
付
し
て
い
ま
す（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）。

◆
提
出
先
・
問
　
教
育
企
画
課（
第
２

庁
舎
４
階
　
☎
５
３
７
・
５
９
０
３
）

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
月
額
が

改
定
さ
れ
ま
す

　
特
別
障
害
者
手
当
、障
害
児
福
祉

手
当
、福
祉
手
当（
経
過
措
置
）、特
別

児
童
扶
養
手
当
の
月
額
が
10
月
分
か

ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

手
当
の
種
類

変
更
後（
月
額
）

特
別
障
害
者
手
当
２
万
６
、０
８
０
円

障
害
児
福
祉
手
当
１
万
４
、１
８
０
円

福
祉
手
当（
経
過
措
置
）
１
万
４
、１
８
０
円

特
別
児
童

扶
養
手
当
（
１
級
）
５
万
０
、０
５
０
円

（
２
級
）
３
万
３
、３
３
０
円

問
　
障
害
福
祉
課（
☎
５
３
７
・
５
６

５
８
）

土
地｢

保
留
地｣

を
販
売
し
ま
す（
先
着
順
）

①
坂
ノ
市
地
区
　
●
区
画
数
…
６
区

画
　
●
面
積
…
１
７
５・
６
５
平
方
㍍

〜
９
６
３・
９
８
平
方
㍍
　
●
価
格
…

６
０
０
万
円
台
〜
１
、６
０
０
万
円
台

②
横
尾
地
区
　
●
区
画
数
…
５
区
画
　

●
面
積
…
２
２
５・
９
５
平
方
㍍
〜
５

０
９・
０
１
平
方
㍍
　
●
価
格
…
７
０

０
万
円
台
〜
１
、８
０
０
万
円
台

※
区
画
数
な
ど
は
10
月
1
日
現
在

◆
受
付
場
所
・
問
　
①
ま
ち
な
み
整

備
課（
本
庁
舎
７
階
　
☎
５
３
７・
５

６
３
７
）　
②
横
尾
土
地
区
画
整
理

事
務
所（
大
字
横
尾
２
４
８
３
　
☎

５
２
０
・
４
３
７
７
）

サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　
わ
た
し
た
ち
の
身
の
周
り
で
、サ
ル

や
イ
ノ
シ
シ
が
出
没
す
る
事
例
が
増
え

て
い
ま
す
。遭
遇
し
た
と
き
は
冷
静

に
次
の
よ
う
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

●
サ
ル
に
遭
遇
し
た
と
き
…
①
目
を

合
わ
せ
な
い
　
②
騒
が
な
い
　
③
そ

の
場
か
ら
静
か
に
立
ち
去
る

●
イ
ノ
シ
シ
に
遭
遇
し
た
と
き
…
①

騒
が
な
い
　
②
そ
の
場
か
ら
静
か
に

立
ち
去
る
　
③
近
づ
い
て
き
た
と
き

は
建
物
な
ど
に
避
難
す
る

問
　
農
林
水
産
課（
☎
５
３
７・
５
７

８
３
）

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
適
正

実
施
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
大
分
県
と
県
内
の
全
市
町
村
で

は
、26
年
度
か
ら
給
与
所
得
者
に
係

る
住
民
税（
市
民
税
・
県
民
税
）の
特

別
徴
収（
給
与
か
ら
の
天
引
き
）の
適

正
実
施
を
行
い
ま
す
。

　
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、給
与

支
払
者（
事
業
者
）が
、所
得
税
の
源

泉
徴
収
と
同
様
に
、住
民
税
の
納
税

義
務
者
で
あ
る
給
与
所
得
者（
従
業

員
）に
代
わ
っ
て
、毎
月
従
業
員
に
支

払
う
給
与
か
ら
住
民
税
を
徴
収
し
、

納
入
す
る
制
度
で
す
。

　
原
則
、給
与
を
支
払
う
事
業
者
は
、

す
べ
て
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
、

住
民
税
を
特
別
徴
収
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、ま
だ
特
別
徴
収

を
行
っ
て
い
な
い
事
業
者
は
、制
度

を
ご
理
解
の
う
え
、ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
　
市
民
税
課（
☎
５
３
７・５
７
３
１
）

資
源
プ
ラ
は
二
重
袋
で

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　
小
袋
に
ま
と
め
た
も
の
を
さ
ら
に

大
き
な
袋
に
入
れ
る
と
、選
別
の
妨

げ
や
、危
険
物
の
確
認
が
難
し
く
な

り
ま
す
の
で
、ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
　
清
掃
管
理
課（
☎
５
３
７
・
５
６

８
７
）

環
境
イ
ベ
ン
ト
や
運
営
ス
タ
ッ
フ

募
集
な
ど
の
情
報
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　
掲
載
で
き
る
情
報
や
申
込
み
方
法

な
ど
に
つ
い
て
は
、環
境
対
策
課（
☎

５
３
７
・
５
７
５
８
）に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。な
お
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

市民図書館（☎576-8241）

 『しずかなおはなし』
サムイル・マルシャーク／作

ウラジミル・レーベデク／絵　うちだ りさこ／訳
『しりたがりやのふくろうぼうや』

マイク･サラー／作
デービッド・ビースナー／絵　せな あつこ／訳

読みきかせのための本

市民図書館
おすすめの本

大分市の生活情報や防災情報、観光情報などを英語、中国語、韓国語で掲載しています。（The City of Oita provides
useful information of daily living, disaster prevention, tourism and more about Oita City in English, Chinese,
and Korean on a website.） 大分市国際交流Webアドレス http://oita-kokusai.jp/ 問国際化推進室（☎537-5719）
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会員募集
　高齢者やその家族、子育て中の家庭を支援します。
　援助を受けたい人(依頼会員)が１時間当たりの料金（600円～700円）を、援助を行いたい人(援助会員)に支払って、会員同
士で援助し合うシステムです。会員登録には、申込みと講習会の受講(無料・援助会員のみ)などが必要です。事前に電話で、各
ファミリー・サポート・センターへ。

おおいた夢色音楽プロジェクト

第７回大分市ふるさとコンサート
国内外で活躍中の大分市をふるさととする若手演奏家による
クラシックコンサートです。

日 時

場 所

料 金

26 年１月31日㈮ 開場／午後６時 
開演／午後６時30分

コンパルホール 1 階 文化ホール
1,000 円（全席自由）

11月１日㈮からチケット販売開始
チケット取扱場所

●トキハ会館 ●チケットぴあ（Ｐコード：211-613）
●あけのアクロスタウン ●ローソンチケット（Ｌコード：89612）

ピアノ 遠藤 綾子

クラリネット 後藤 沙織

テノール　土崎 譲

ヴァイオリン 朝来 桂一

子育てのサポート 高齢者やその家族のサポート
●受付時間 午前９時～午後５時
●休 所 日  第２・４月曜日（祝日の場合は翌日以降の平

日）、年末年始
●援助内容 子どもの保育所等への送迎や自宅での預かりなど

●受付日時  月～金曜日（祝日、年末
年始を除く）

 午前９時～午後４時
●援助内容  食事の準備や後片付

け、部屋の掃除、洗濯、
通院や買い物の付き
添い、話し相手など◎要件

市内居住の20歳以上で、市が
指定する講習を受講した人
◎必要なもの
・印鑑　・顔写真２枚

◎要件
  市内居住の20歳以上で、市が
指定する講習を受講した人
◎必要なもの
・印鑑　・顔写真２枚

◎要件
  市内に居住または通勤
する、３カ月以上小学生
以下の子どもの保護者
◎必要なもの
・印鑑
・顔写真（保護者）２枚

◎要件
市内居住で、支払いなど
の判断能力のある65歳
以上の高齢者またはそ
の三親等以内の家族
◎必要なもの
・印鑑
・顔写真
  （申請者が三親等以内の家
族の場合…家族の写真２枚
と援助を受けたい高齢者の
写真１枚。申請者が高齢者
本人の場合…高齢者本人の
写真２枚）

１日目… 11月19日㈫
 午前９時30分～午後４時
 市役所本庁舎４階
 401会議室
２日目… 11月20日㈬
 午前９時～午後４時
 保健所６階 大会議室

12月6日㈮
午前9時30分～午後3時

12月9日㈪
午前9時～正午

講習会 （２日間）

講習会

救命講習会

援助を行いたい人（援助会員）

援助を行いたい人（援助会員）

援助を受けたい人（依頼会員）

援助を受けたい人（依頼会員）

申込み・
お問い合わせ

申込み・
お問い合わせ

子育てファミリー・サポート・センター　　　　　　　　　　 高齢者ファミリー・サポート・センター
☎576-8246 (ホルトホール大分２階) ☎538-3180 (府内こどもルーム内)

※顔写真は、縦2.7㎝×横2.4㎝※顔写真は、縦2.7㎝×横2.4㎝

お問い合わせ　文化国際課　☎537-5663

※ 講習会の受講中に託児（無料）をしま
す。講習会・託児ともに１１月10日㈰ま
でに直接、子育てファミリー・サポー
ト・センターに申し込んでください。

※ 講習会について、詳細は申込
み手続き後に通知します。
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◆
選
考
方
法
　
書
類
審
査

◆
申
込
み・問
　
河
川
課
に
備
え
付
け

の
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入

し
、郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

で
、11
月
29
日
㈮〈
必
着
〉ま
で
に
同
課

（
本
庁
舎
６
階  

☎
５
３
７・５
６
３
２  

５
３
２・
７
５
４
５  

kasen@
city.oita.oita.jp

）へ
。

市
営
住
宅
の
入
居
者

①
市
営
住
宅（
住
宅
課
受
付
分
）

地区

住
　
宅
　
名

募集
戸数

備
考

大　分
東
浜
60
・
61

萩
原
63

下
郡
H6

2１1

鶴崎・大在・坂ノ市・佐賀関
関
園
40
住
改

東
浦
H5

下
徳
丸
H7

下
徳
丸
H7

浜
H4

里
中
44
住
改

秋
ノ
江
第
２

馬
場

古
宮

幸
崎
駅
前

１１１１1１2１１１
単
身
可

単
身
可

単
身
可

稙田
大
園
52

大
園
54
・
55
・
63

１3
単
身
可

②
市
営
住
宅（
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

〈
城
崎
町
一
丁
目
２
‐
３
　
☎
５
３

３・
１
６
７
４
〉受
付
分
）

地区

住
　
宅
　
名

募集
戸数

備
考

大　分
大
空
56
・
57

裏
川
54

畑
中
56

東
明
野
63

明
磧
H3

3１１１１
母
子
世
帯
向

単
身
可

鶴崎
小
池
原
49
・
50

明
治
北
57
・
58
・
59
36
単
身
可

稙　田
敷
戸
48
・
49
・
51

寒
田
51

小
原
53

小
原
56
・
58

9312
単
身
可

単
身
可

身
障
世
帯
向

☆
募
集
期
間
　

11
月
１
日
㈮
〜
８
日
㈮

☆
入
居
者
の
決
定
方
法
　
公
開
抽
せ

ん
　（

11
月
22
日
㈮
　
①
第
２
庁
舎

６
階
　
大
研
修
室
　
午
前
９
時
30
分
　

②
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
　
研
修
室
　
午
後

１
時
30
分
）

※
募
集
案
内
を
必
ず
ご
覧
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
　
住
宅
課（
☎
５
３
７・５
９
７
７
）

催
し

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展（
常
設
展
）の

展
示
室
２
の
作
品
が
変
わ
り
ま
す

◆
会
期
　

11
月
12
日
㈫
〜
26
年
1
月

6
日
㈪

◆
テ
ー
マ
　
没
後
１
２
０
年
　
平
野

五
岳

◆
主
な
展
示
作
品
　《
十
六
羅
漢
図
》

問
　
市
美
術
館（
☎
５
５
４・５
８
０
０
）

福
田
平
八
郎
賞
、朝
倉
文
夫
賞

小･

中
、特
別
支
援
学
校
図
画･

彫
塑
展

　
市
内
の
小
・
中
学
校
、特
別
支
援
学

校
の
児
童
生
徒
が
制
作
し
、入
賞
作

品
に
選
ば
れ
た
図
画
４
６
４
点
、彫

塑
３
３
５
点
を
展
示
し
ま
す
。

◆
期
間
　

11
月
20
日
㈬
〜
27
日
㈬

◆
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

（
20
日
㈬
は
午
後
２
時
20
分
か
ら
、27

日
㈬
は
正
午
ま
で
）

◆
場
所
　
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
　
ア
ー
ト

ホ
ー
ル

問
　
教
育
指
導
課（
☎
５
３
７
・
５
６

４
８
）

11
月
14
日
㈭
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー

◎
世
界
糖
尿
病
デ
ー・キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

◆
日
時
　

11
月
10
日
㈰
　
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

◆
場
所
　
パ
ー
ク
プ
レ
イ
ス
大
分
１

階
　
サ
ニ
ー
ウ
オ
ー
ク

◆
内
容
　
血
糖
・
血
圧
測
定
、健
康
・

栄
養
相
談

◎
市
民
公
開
講
座

　「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
記
念
講
演
会
」

◆
日
時
　

11
月
17
日
㈰
　
午
後
１
時

〜
３
時
30
分

◆
場
所
　
県
医
師
会
館
７
階
　
大
会

議
室

◆
内
容
　
●
演
題
　「
糖
尿
病
患
者
に

お
け
る
歯
周
病
の
影
響
」　
講
師
　
阿

部 

成
善
氏（
あ
べ
歯
科
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）　
●
演
題「
糖
尿

病
と
高
血
圧
の
お
話
」　
講
師
　
柴

田 

洋
孝
氏（
大
分
大
学
医
学
部
教
授
）

◆
定
員
　
２
０
０
人（
多
数
時
は
抽

せ
ん
）

◆
申
込
み
・問
　
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
、氏
名
、電
話
番
号

を
記
入
し
、11
月
７
日
㈭（
必
着
）ま

で
に
県
医
師
会
地
域
保
健
課（
〒
８

７
０
‐
８
５
６
３
　
大
字
駄
原
２
８

９
２
‐
１
　
☎
５
３
２・
９
１
２
１
　

５
３
７・４
７
６
４
　

chihoka@
oita.m

ed.or.jp

）へ
。

問
　
保
健
所
健
康
課（
☎
５
３
６
・

２
５
１
６
）

消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー

◆
日
時
　

12
月
４
日
㈬
　
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
　
稙
田
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー

２
階
　
大
会
議
室
　

◆
内
容
　
老
後
に
か
か
る
お
金
の
話
、

遺
言
や
相
続
等
に
つ
い
て

◆
講
師
　
矢
野 

英
昭
氏（
金
融
広
報

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

◆
定
員
　
１
０
０
人（
先
着
順
）

◆
申
込
み
・問
　
直
接
ま
た
は
電
話

で
、11
月
１
日
㈮
〜
30
日
㈯
に
市
民

活
動
・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
ラ
イ

フ
パ
ル（
荷
揚
町
４
番
36
号
　
☎
５

７
３
・
３
７
７
０
）へ
。

暴
力
絶
滅
お
お
い
た
市
民
大
会

　「
大
分
市
は 

暴
力
の
な
い
ま
ち
　

よ
い
ま
ち 

の
び
る
ま
ち
」を
テ
ー
マ

に
、「
暴
力
絶
滅
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」

入
選
者
表
彰
式
、決
起
大
会
、街
頭
啓

発
活
動（
ト
キ
ハ
前
、ガ
レ
リ
ア
竹
町

ド
ー
ム
広
場
）を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
　

11
月
17
日
㈰
　
午
前
9
時

30
分
〜
10
時
30
分（
雨
天
決
行
）

◆
場
所
　
若
草
公
園

問
　
生
活
安
全
推
進
室（
☎
５
３
７
・

５
９
９
７
）

市
社
会
福
祉
大
会

◆
日
時
　

11
月
21
日
㈭
　
午
後
２
時

〜
４
時
30
分

◆
場
所
　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
　
大

ホ
ー
ル

◆
内
容
　
●
式
典  

●
特
別
講
演
…「
ダ

ウ
ン
症
の
子
ど
も
を
育
て
て
学
ん
だ

こ
と
―
天
使
が
こ
の
世
に
降
り
立
て

ば
―
」　
●
講
師
…
金
澤 

泰
子
氏・
金

澤 

翔
子
氏（
書
家
）

問
　
福
祉
保
健
課（
☎
５
３
７
・
５
９

９
６
）講

座・教
室・講
習
会

上
級
救
命
講
習

◆
日
時
　

12
月
４
日
㈬
　
午
前
９
時
〜

午
後
５
時（
受
付
は
午
前
８
時
30
分
〜
）

◆
場
所
　
南
消
防
署（
大
字
市
51
‐
1
）

◆
内
容
　
心
肺
蘇
生
法
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）の
使
用
方
法
、

傷
病
者
管
理
法
、傷
病
者
搬
送
法
な
ど

◆
定
員
　

60
人（
先
着
順
）

◆
申
込
み・
問
　
電
話
で
、11
月
５
日

㈫
か
ら
消
防
局
警
防
課（
☎
５
３
２・

２
１
９
９
）へ
。

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
で
健
康
管
理

◆
日
時
　

12
月
17
日
㈫
･
18
日
㈬

（
全
２
回
）　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
対
象
　
パ
ソ
コ
ン
で
文
字
入
力
が

で
き
る
人

◆
定
員
　

30
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
受
講
料
　
６
０
０
円

◆
申
込
み・場
所・問
　
往
復
は
が
き

（
１
人
１
枚
）に
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
、教
室
名
を
記
入
し
、11
月
21
日
㈭

（
必
着
）ま
で
に
情
報
学
習
セ
ン
タ
ー

（
〒
８
７
０
‐
０
８
５
１
　
大
石
町
一
丁

目
３
組
　
☎
５
４
５・８
６
１
６
）へ
。

11月1日㈮は計量記念日です。
11月は計量強調月間として、1日計量パトロールなどを行います。
 問商工労政課（☎537-5625）

11月は「職業能力開発促進月間」です。
 問商工労政課（☎537-5964）

13 H25.11. １

問男女共同参画推進室（☎537-5724）

本
庁
舎（
1
階
中
心
）の
窓
口
時
間
を

午
後
6
時
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す

◆
開
庁
日
時
　
月
〜
金
曜
日（
休
日
・

祝
日
を
除
く
）　
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
6
時

対象窓口 午後5時15分以降の対象業務 問合せ先

市民課 ●戸籍・住民異動、印鑑登録、水道使用の受け付けなど
●戸籍・住民票・印鑑登録証明書などの交付 ☎537-5614

国保年金課
① 国民健康保険の資格・給付、国保税の収納、後期高齢

者医療の資格・給付
②国民年金の加入・変更、保険料免除、年金請求など

①☎537-5616
②☎537-5617
  （国民年金室）

子育て支援課
①児童手当、児童扶養手当、医療費助成など
②保育所に関すること
③児童育成クラブに関すること

①☎537-5793
②☎537-5794
③☎537-5675

障害福祉課 医療費助成、各種手当、障害福祉サービスなど ☎537-5658
税証明窓口 税証明のうち「所得・税額証明書」の交付 ☎537-5673

廃
油
類
を
公
共
下
水
道
へ

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　
飲
食
店
な
ど
で
設
置
さ
れ
て
い
る

グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ（
油
水
分
離
槽
）

は
適
正
な
維
持
管
理
を
行
い
、廃
油

類
を
公
共
下
水
道
へ
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。廃
油
類
が
公
共
下
水
道
へ

流
さ
れ
る
と
、下
水
管
が
詰
ま
っ
た

り
、水
資
源
再
生
セ
ン
タ
ー
の
運
転

に
支
障
を
き
た
し
た
り
し
ま
す
。

　
維
持
管
理
の
際
に
分
離
さ
れ
た
廃

油
類
は
回
収
し
、適
正
な
処
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、飲
食
店
な
ど
の
厨

ち
ゅ
う

房ぼ
う

排
水

に
つ
い
て
は
、グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ

で
油
分
を
分
解
除
去
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

問
　
下
水
道
営
業
課（
城
崎
分
館
　

☎
５
３
７
・
５
６
４
１
）

無
料
人
権
相
談
を
行
い
ま
す

◆
日
時
　

11
月
６
日
㈬
　
午
前
10
時

〜
正
午
、午
後
１
時
〜
３
時
　
※
毎

月
第
１
水
曜
日

◆
場
所
　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
１
階

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー（
ヒ
ュ
ー
レ
お

お
い
た
）

◆
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

◆
内
容
　
人
権
問
題
な
ど

問
　
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー（
☎
５
７

６
・
７
５
９
３
）

（
仮
称
）市
納
骨
堂
等
複
合
施
設

の
建
設
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す

◆
期
間
　

26
年
３
月
ま
で

◆
場
所
　
丸
山
墓
地
公
園
内（
永
興
）

◆
そ
の
他
　
既
存
ト
イ
レ
を
取
り
壊

す
た
め
、工
事
期
間
中
は
中
央
ロ
ー

タ
リ
ー
付
近
の
仮
設
ト
イ
レ
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
　
保
健
所
衛
生
課（
☎
５
３
６
・
２

８
５
４
）

大
分
西
部
公
民
館
を
一
時
休
館
し
ま
す

　
大
分
西
部
公
民
館
は
電
気
工
事
の

た
め
、11
月
15
日
㈮
、16
日
㈯
は
、休

館
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、各
施
設
の
利
用
を
は
じ
め
、

窓
口
業
務
、図
書
室
業
務
も
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

問
　
大
分
西
部
公
民
館（
☎
５
４
３
・

４
９
３
８
）募

集

大
分
市
10
大
ニ
ュ
ー
ス

◆
応
募
方
法
・
問
　
広
聴
広
報
課
、各

支
所
、明
野
出
張
所
、各
地
区
公
民
館

な
ど
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、11
月
22
日
㈮

（
必
着
）ま
で
に
応
募
箱
に
投
か
ん
す

る
か
、郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

で
、同
課（
本
庁
舎
３
階
　
☎
５
３
７・

５
７
１
３
　

５
３
２・
７
８
０
０
　

kochokoho2@
city.oita.oita.

jp
）へ
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子

申
請
も
で
き
ま
す
。

七
瀬
川
か
わ
づ
く
り
懇
談
会

一
般
委
員

◆
任
期
　
１
年（
26
年
2
月
〜
27
年
1
月
）

◆
対
象
　
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以

上
の
人
で
、平
日
の
夜
間
に
開
催
す
る

会
議（
年
2
回
程
度
）に
参
加
で
き
る

国・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま
た
は
職

員
で
な
い
人

◆
定
員
　
３
人
程
度

11月12日㈫～25日㈪は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

一人で悩まず相談してください
配偶者やパートナーからの暴力
配偶者暴力相談支援センター（婦人相談所）　☎544-3900
月～金曜日　午前9時～午後9時
土・日曜日、祝日　午後1時～5時､午後6時～9時
※来所相談（要予約）　月～金曜日　午前9時～午後5時
配偶者暴力相談支援センター（アイネス）　☎534-8874
月～金曜日　午前9時～午後4時30分

中央子ども家庭支援センター　☎537-5666
月～金曜日　午前8時30分～午後6時

女性の人権問題
女性の人権ホットライン
〈全国共通ナビダイヤル〉　☎0570-070-810
月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分
11月18日㈪～24日㈰の全国一斉｢女性の人権ホットライン｣
強化週間中は…
月～金曜日　午前8時30分～午後7時
土・日曜日　午前10時～午後5時

配偶者やパートナーからの暴力、
ストーカー被害など
警察安全相談（県警察本部広報課）
☎534-9110　☎537-4107　☎534-5110
月～金曜日　午前9時30分～午後5時45分

職場でのセクハラや性別による
差別的取り扱い
大分労働局雇用均等室　☎532-4025
月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分

スクール・セクハラ
教育指導課　☎537-5648
月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分
県人権･同和教育課　☎534-4366

506-1799　 no-sekuhara@pref.oita.lg.jp
月～金曜日　午前9時～午後5時
11月5日㈫～８日㈮のスクール・セクハラ特別週間中は…
午前9時～午後8時

　配偶者やパートナーからの暴力、セクシュアルハラスメ
ント（性的嫌がらせ）、ストーカー行為、性犯罪などは女性の
人権を侵害するもので、許されるものではありません。この
ような問題でお悩みのときは、ぜひご相談ください。

11月1日㈮～7日㈭は
　「文化財保護強調週間」です。
 問文化財課（☎537-5639）

道路の穴ぼこやマンホールぶたのがたつきなどを見掛けたら、連絡をお願いします。
●市道…市道路維持課（☎537-5769）　●国道（10号、210号宮崎交差点～大分市境）
…国土交通省大分維持出張所（☎543-2030　道路緊急ダイヤル♯9910）●県道、
上記以外の国道…大分土木事務所（☎558-2141）

穴ぼこ
110番
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1
㈮

沈む夏の大三角と昇るすばるを見よう!
期間/4日㈪まで
時間/午後6時30分～10時

（雨天・曇天時は映像による説明）
参加料/観覧料（大人400円、高校
生200円、中学生以下は無料）
場所・問関崎海星館 ☎574-0100

2
㈯

佐賀関ふるさとまつり
時間/午前9時～午後4時
場所/佐賀関市民センター
内容/佐賀関の新鮮な海産物・農
産物の展示・即売、芸能発表会など
問実行委員会　☎575-2000
ミュージアムショップ企画展
atelier antenna｢花のモチーフ集」
期間/17日㈰まで
時間/午前9時～午後6時
内容/岩倉慶子氏（美術作家）の作
品展示・販売
場所・問アートプラザ  ☎538-5000

4
㈪

バサジィ大分対アグレミーナ浜松
時間/午後1時～
場所/ビーコンプラザ（別府市）

8
㈮

昇るすばると天王星、海王星を見よう!
期間/10日㈰まで
時間/午後6時30分～10時
参加料・場所・問は上記1日と同じ

9
㈯

大分ヒートデビルズ対
滋賀レイクスターズ
日時/9日㈯午後6時
30分～・10日㈰午後
2時～
場所/コンパルホール
上野の森アートフェスティバル
期間/10日㈰まで
時間/午前10時～午後4時
場所/市美術館研修室とその周辺
内容/作品展、自宅開放美術館、
ワークショップなど
問事務局（藤原）　☎545-7662
第32回大分矯正展
期間/10日㈰まで
時間/午前9時～午後4時
　　 （10日㈰は午後3時まで）
内容/刑務所作業製品の展示・販
売、施設見学など
場所・問大分刑務所  ☎546-3153
市公設地方卸売市場「市民感謝デー」
時間/午前9時～正午
内容/新鮮な魚介類、水産加工品、
野菜、果物、花などの販売
問市公設地方卸売市場
☎533-3113
健康フェスタ 無料
時間/午前10時～午後4時
場所/iichiko総合文化センター
内容/健康に関する講演会（講師
タニタ管理栄養士）など
問県健康対策課　☎506-2666

10
㈰

大分トリニータ対
アルビレックス新潟
時間/午後4時～
場所/大分銀行ドーム

14
㈭

どこでもコンサート 無料
時間/午後6時30分～
場所/大在公民館　集会室
出演/マリンバとピアノデュオ「ま
りんぴあ」
問文化国際課　☎537-5663

15
㈮

月を観察しよう!
時間/午後6時30分～10時
参加料・場所・問は上記1日と同じ

16
㈯

さがのせき朝市
時間/午前8時30分～10時

（商品がなくなり次第終了）
場所/県漁協佐賀関支店周辺
問実行委員会　☎575-1000

る
家
庭
で
の
接
し
方
、保
育
、教
育
、

医
療
に
関
す
る
こ
と
な
ど
　
◆
申
込

み
・
場
所
・
問
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
、11
月
15
日
㈮
ま
で
に
県
立
盲

学
校（
☎
５
３
２・
２
６
３
８
　

５

３
２・
２
６
３
６
）へ
。

オ
ス
ト
メ
イ
ト
医
療
相
談
会

◆
日
時
　

11
月
30
日
㈯
　
午
後
１
時

〜
３
時
30
分
　
◆
場
所
　
医
師
会
立

ア
ル
メ
イ
ダ
病
院
　
研
修
会
館
５
階

研
修
室
　
◆
内
容
　
ス
ト
ー
マ
に
関

す
る
医
療
お
よ
び
皮
膚
障
が
い
の
対

策
に
つ
い
て
の
講
演
　
問
　
日
本
オ

ス
ト
ミ
ー
協
会
大
分
県
支
部
事
務
局 

宮
﨑（
☎
５
４
２・
５
９
５
３
）

無
料
人
権
な
ん
で
も
相
談
所

◆
月
日・
場
所
　
●
11
月
７
日
㈭
　
稙

田
公
民
館
　
●
11
月
19
日
㈫
　
大
在

公
民
館
　
◆
時
間
　
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
◆
相
談
員
　
人
権
擁
護
委

員
、法
務
局
職
員
　
◆
相
談
内
容
　

金
銭
、登
記
、相
続
、家
庭
内
の
問
題
、

借
地・借
家
、い
じ
め
、名
誉
侵
害
、そ

の
他
の
人
権
問
題
　
問
　
大
分
地
方

法
務
局（
☎
５
３
２・３
３
６
８
）

肝
炎
患
者
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
相
談
会

◆
日
時
　

11
月
25
日
㈪
　
午
後
１
時

30
分
〜
　
◆
場
所
　
い
き
い
き
健
康

館（
大
手
町
三
丁
目
）　
◆
対
象
　
肝

炎
の
治
療
を
受
け
て
い
る
人
と
そ
の

家
族
　
問
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
共
に
生

き
る（
☎
５
５
３
・
０
７
０
２
）

11
月
は
標
準
営
業
約
款

普
及
登
録
促
進
月
間
で
す

　
標
準
営
業
約
款
制
度（
S
マ
ー
ク

制
度
）と
は
、ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
、理
・
美
容
店
、

め
ん
類
飲
食
店
、一
般

飲
食
店
の
営
業
者
が
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
等
の
内
容
を
表
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、消
費
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
際
の
選
択
の
利
便
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、厚
生
労
働
大
臣
が
認

可
し
た
制
度
で
す
。登
録
を
受
け
た

営
業
者
は
、標
識
を
掲
示
し
て
い
ま

す
の
で
、参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。登

録
を
申
し
込
み
た
い
営
業
者
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
問
　（
公

財
）県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ

ー（
☎
５
３
７
・
４
８
５
８
）

介
護
就
職
デ
イ
〜
２
０
１
３
年
秋

福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア
〜

　
介
護
・
看
護
関
係
職
種
で
の
就
労

を
希
望
す
る
人
の
就
職
促
進
を
図
る

た
め
、面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。　
◆

日
時
　

11
月
12
日
㈫
　
午
後
２
時

（
受
付
は
午
後
１
時
30
分
〜
）　
◆
場

所
　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分
２

階
　
二
豊
の
間
　
問
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
大
分（
☎
５
３
４
・
８
６
８
４
）

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
建
設
現
場
で
働
く
皆
さ
ん
の
た
め

の
退
職
金
制
度
で
す
。事
業
主
が
変

わ
っ
て
も
、退
職
金
は
企
業
間
を
通

算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。　
◆
加
入

で
き
る
事
業
主
　
建
設
業
を
営
む
人  

◆
対
象
と
な
る
労
働
者
　
建
設
業
の

現
場
で
働
く
人
　
◆
そ
の
他
　
掛
け

金（
日
額
３
１
０
円
）は
、事
業
主
の

負
担
で
、損
金
ま
た
は
必
要
経
費
と

し
て
扱
わ
れ
ま
す
。　
◆
申
込
み
・
問

建
退
共
大
分
県
支
部（
荷
揚
町
４
‐

28
　
☎
５
３
６
・
４
８
０
０
）へ
。

26
年
版
県
民
手
帳
を
販
売
中

◆
定
価
　
●
大
型（
縦
14・
９
㌢
×
横

８・9
㌢
）６
０
０
円
　
●
小
型（
縦
12・

７
㌢
×
横
７・9
㌢
）５
０
０
円
　
◆

販
売
場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
３
階
総

務
課
、市
役
所
地
下
１
階
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、各
支
所
、明
野
出
張

所
、県
庁
舎
本
館
１
階
生
協
売
店
、県

統
計
協
会（
県
統
計
調
査
課
内
）　
◆

販
売
期
間
　
市
役
所
総
務
課
、各
支

所
、明
野
出
張
所
は
26
年
１
月
下
旬

ま
で
で
す
。　
問
　
県
統
計
協
会（
☎

５
０
６
・
２
４
６
１
）

11月
イベントカレンダー１日～

社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤
志
寄
付

▼
琴
城
流
大
正
琴
大
分
・
琴
富
嶺
会

香
典
返
し
寄
付

大
分
地
区

　
▼
小
関
洋
一（
高
崎
）▼
古

谷
誠
悟（
住
吉
町
）▼
糸
永
典
子（
金
池

南
）▼
佐
藤
恵
二（
に
じ
が
丘
）▼
鈴
木
十

三
男（
椎
迫
）▼
後
藤
妙
子（
荏
隈
）▼
村

上
ノ
リ
子（
新
川
町
）▼
浦
田
俊
一（
新

町
）▼
平
田
秀
利（
松
原
町
）▼
衞
藤
眞
弓

（
明
野
高
尾
）▼
堀
弘
子（
高
城
南
町
）

鶴
崎
地
区

　
▼
安
達
京
子（
松
岡
）▼
薬

師
寺
久
美
子（
鶴
崎
）▼
神
田
展
克（
猪

野
）▼
坂
東
ム
ツ
子（
松
岡
）▼
徳
丸
重
男

（
三
佐
）▼
釘
宮
芳
枝（
法
勝
台
）▼
竹
中

清
治（
横
尾
）

大
在
地
区

　
▼
水
田
圭
彦（
政
所
）▼
法

華
津
栄
三（
政
所
）▼
姫
野
隆（
大
在
中
央
）

坂
ノ
市
地
区

　
▼
幸
亀
熊（
小
佐
井
）

大
南
地
区

　
▼
廣
瀬
弘
明（
下
戸
次
）

稙
田
地
区

　
▼
池
邉
弘
子（
宗
方
台
東
）

▼
橋
本
信
一
郎（
富
士
見
が
丘
西
）▼
髙

城
義
明（
口
戸
）▼
阿
南
進（
田
尻
）▼
江

良
ト
ヨ
子（
国
分
）▼
佐
藤
元（
田
原
）

佐
賀
関
地
区

　
▼
宮
田
全
二（
志
生
木
）

野
津
原
地
区

　
▼
鈴
木
美
恵
子（
入
蔵
）

▼
加
村
和
眞（
野
津
原
）

市
外

　
▼
後
藤
洋
平（
長
崎
市
）▼
福
本

好
男（
古
賀
市
）▼
秦
英
二（
福
岡
市
）

以
上
９
月
19
日
受
付
分
ま
で

東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金

　
市
役
所
第
２
庁
舎
２
階
福
祉
保
健
課
、

各
支
所
、明
野
出
張
所
に
日
本
赤
十
字
社

の
義
援
金
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

善
意
の
泉（
敬
称
略
）

善
意
の
寄
付
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

市
へ

▼
後
藤
光
弘（
箕
面
市
）▼
キ
ク
チ
種
苗
株

式
会
社
▼
農
林
中
央
金
庫
　
大
分
支
店

©Oita HeatDevils/bj-league

©OITA F.C.

大分市の
面積と人口

【９月末日現在の住民基本台帳人口】

面　積 501.28㎢ 人　口 478,423人
男 229,980人 女 248,443人 世帯数 209,826世帯

15 H25.11. １

大友宗麟プロモーション市民提案事業 参加者募集

大友宗麟の足跡を辿
たど

る
親子体験バスツアー

日　　時　11月23日㈯　午前９時～午後５時
集合場所　JR大分駅　府内中央口（北口）
内　　容　大友館（上原館）跡や宗麟公園（津久見市）

など宗麟ゆかりの地を巡るほか、昼食は
伝統料理の実習体験と試食。

対　　象　小学５・６年生とその保護者
定　　員　30人（先着順）
参  加  料　5,000円（保護者1人と小学生１人）
　　　　　※ 小学生が1人増えるごとに1,000円、保

護者が1人増えるごとに4,000円追加
（ただし、保護者１人につき小学生の参
加は３人まで。小学生１人につき保護者
の参加は２人まで）

申込み・問　ファクスまたはＥメールで、11月1日㈮～18
　　　　　日㈪に（一社）大分学研究会(☎0977-51-
　　　　　4910  0977-51-4908  oitagaku@
　　　　　gmail.com）へ。
そ  の  他　同ツアーを26年1月19日㈰、2月9日㈰、3
　　　　　月1日㈯にも開催予定。

問観光課（☎537-5717）

月
1
日
㈰
に
同
プ
ラ
ザ（
ホ
ル
ト
ホ
ー

ル
大
分
２
階
　
☎
５
７
６・８
８
７
９
　

５
４
４・
３
０
１
１
　

plaza-
event@

horutohall.jp

）へ
。

大
分・長
崎・下
関
観
光
交
流
ツ
ア
ー

本
場
ふ
く
福
下
関
と
紅
葉
の
城
下
町

「
長
府
散
策
」日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

◆
日
時
　

11
月
30
日
㈯
、12
月
1
日

㈰
　
午
前
7
時
〜
午
後
7
時
30
分
　

◆
集
合
場
所
　
Ｊ
Ｒ
大
分
駅
　
府
内

中
央
口（
北
口
）　
◆
参
加
料（
昼
食

付
）　
大
人
６
、８
０
０
円（
小
学
生

以
下
は
５
、３
０
０
円
）※
各
自
昼
食

を
ご
希
望
の
人
は
割
引
き
あ
り
　
◆

定
員
　
各
45
人（
先
着
順
） 

◆
申
込

み
・
問
　
電
話
で
、11
月
1
日
㈮
か

ら
長
崎
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会（
☎
０
９
５
・
８
２
３
・
７
４

２
３
）へ
。※
浪
漫
な
が
さ
き
旅
情
報

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.na

gasaki-tabi.jp/

）か
ら
も
可
。

25
年
分
年
末
調
整
説
明
会

◆
日
時
　

11
月
18
日
㈪
・
19
日
㈫
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
15
分
、

午
後
２
時
〜
３
時
45
分
　
◆
場
所
　

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
　
大
ホ
ー
ル 

問
　
大
分
税
務
署（
☎
５
３
２・
４
１

７
１
）

県
立
盲
学
校

視
覚
障
が
い
教
育
相
談

◆
日
時
　

12
月
３
日
㈫
　
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
30
分
　
◆
対
象
　
視
覚

障
が
い
の
あ
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒
お

よ
び
そ
の
保
護
者
な
ど
　
◆
内
容
　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
に
対
す

大
友
氏
遺
跡
体
験
学
習
館
の
教
室

（
☎
５
４
４・
５
０
１
１
）

①
第
５
回
体
験
工
房
「
キ
ャ
ン
ド
ル
」

◆
日
時
　

11
月
17
日
㈰
　
午
前
10
時

〜
正
午
、午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
対
象
　
小
学
生
以
上（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

◆
定
員
　
各
20
人（
先
着
順
）

◆
参
加
料
　
２
２
０
円（
材
料
費
）

◆
持
参
品
　
空
き
缶
、型
に
す
る
コ
ッ

プ
、割
り
ば
し
、軍
手
、ク
レ
ヨ
ン

② 

第
２
回
戦
国
工
房

　「
ペ
ア
カ
ッ
プ
に
絵
付
け
」

◆
日
時
　

11
月
30
日
㈯  

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分(

受
付
は
午
後
１

時
〜)

◆
対
象
　
高
校
生
以
上

◆
定
員
　

15
人（
先
着
順
）

◆
参
加
料
　
１
、６
０
０
円（
材
料
費
）

◆
持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン

☆
申
込
み
・
場
所
・
問
　
電
話
で
、①

は
11
月
１
日
㈮
〜
16
日
㈯
、②
は
11

月
１
日
㈮
〜
20
日
㈬
に
大
友
氏
遺

跡
体
験
学
習
館
へ
。

市
民
健
康
づ
く
り
運
動
指
導
者

養
成
講
座

◆
日
時
　

12
月
２
日
㈪
〜
26
年
３
月

24
日
㈪（
全
15
回
）　
午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分
　
※
原
則
週
1
回

◆
場
所
　
保
健
所
６
階  

大
会
議
室

◆
定
員
　

40
人（
先
着
順
）

◆
受
講
料
　
2
、0
0
0
円（
資
料
代

な
ど
）

◆
申
込
み
　
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、

性
別
、生
年
月
日
、電
話
番
号
を
記
入

し
、11
月
1
日
㈮
〜
29
日
㈮（
必
着
）

に
い
き
い
き
健
康
館
内・養
成
講
座
事

務
局（
〒
8
7
0
‐
0
0
2
2

　
大
手

町
三
丁
目
6
‐
15
　
☎
５
１
４・３
６

２
２
）へ
。

問
　
保
健
所
健
康
課（
☎
５
３
６
・
２

５
６
２
）

母
子
寡
婦
福
祉
会
後
期
パ
ソ
コ
ン

講
習
会（
表
計
算
２
級
程
度
）

◆
日
時
　

12
月
10
日
㈫
〜
26
年
３
月

28
日
㈮（
全
28
回
・
毎
週
火
・
金
曜
日

〈
年
末
年
始
、祝
日
を
除
く
〉）　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

◆
場
所
　
大
栄
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
学
院

大
分
校（
金
池
町
一
丁
目
）

◆
対
象
　
母
子
家
庭
の
母
・
寡
婦

◆
定
員
　

20
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
そ
の
他
　
検
定
試
験
は
、26
年
３

月
29
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午
に
実
施

（
受
験
料
は
自
己
負
担
）

◆
申
込
み
・
問
　
は
が
き
に
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、生
年
月
日
、講
習
会

名
を
記
入
し
、11
月
15
日
㈮（
消
印
有

効
）ま
で
に
子
育
て
支
援
課（
本
庁
舎

☎
５
３
７
・
５
７
９
３
）へ
。

「
パ
パ
も
子
育
て
応
援
日
」

ハ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
応
援
教
室

①
プ
レ
マ
マ・プ
レ
パ
パ
ス
ク
ー
ル

◆
時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時

◆
内
容
　
新
生
児
の
育
児
講
座
、妊

婦
体
験
、沐も

く
よ
く浴

実
習
な
ど

◆
対
象
　
初
妊
婦
と
そ
の
夫

◆
定
員
　

12
組（
先
着
順
）

◆
持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳

②
親
子
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
教
室

◆
時
間
　
午
後
１
時
15
分
〜
４
時

◆
内
容
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

◆
対
象
　
生
後
３
〜
５
か
月
児
と
そ

の
父
母

◆
定
員
　

17
組（
先
着
順
）

◆
持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳
、バ
ス

タ
オ
ル
、45
㍑
の
ポ
リ
袋

☆
月
日
　

11
月
16
日
㈯

☆
場
所
　
鶴
崎
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー

☆
①
・
②
の
教
室
参
加
者
の
交
流
会

も
行
い
ま
す
。

☆
申
込
み
　
電
話
で
、11
月
5
日
㈫

〜
13
日
㈬
に
県
助
産
師
会（
☎
５
３

４
・
０
７
５
３
）へ
。

問
　
子
育
て
支
援
課（
☎
５
３
７
・

５
６
７
５
）

産
業
活
性
化
プ
ラ
ザ
セ
ミ
ナ
ー

「
技
術
経
営（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）入
門
講
座
」

◆
日
時
　

12
月
４
日
・
11
日
・
18
日
、

26
年
１
月
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日

（
全
７
回
・
水
曜
日
）　
午
後
６
時
30

分
〜
８
時

◆
講
師
　
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大

学
　
技
術
経
営
関
連
教
員

◆
定
員
　

72
人（
先
着
順
）

◆
受
講
料
　
7
0
0
円（
資
料
代
）

※
交
流
会
参
加
者
は
各
回
別
途
３
０

０
円

◆
申
込
み
・
場
所
・
問
　
産
業
活
性
化

プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
申
込
書（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、11
月
１
日
㈮
〜
12

大分県最低賃金は、10月20日㈰から1時間664円に変わりました。
 問大分労働局賃金室（☎536-3215）　
 問大分労働基準監督署（☎535-1511）

11月20日㈬は県民ノー残業デーです。
 問大分労働局監督課（☎536-3212）

市役所   本庁舎   〒870-8504　荷揚町2番31号 14H25.11. １



市
報
お
お
い
た
　

11
月
１
日
号
（
毎
月
１
日
・
15
日
発
行
）

企
画
・
発
行
　
大
分
市
企
画
部
広
聴
広
報
課

〒
８
７
０
―
８
５
０
４
　
荷
揚
町
２
番
31
号

【
代
表
】☎
５
３
４
・
６
１
１
１

【
夜
間・休
日
】☎
５
３
４
・
６
１
１
９

市
報
お
お
い
た
に
掲
載
し
て
い
る
情
報
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w

.city.oita.oita.jp/
■
携
帯
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w

.i-oita.net/oitatop.cgi

この市報は
再生紙を使用
しています。

秋の風景を探し求めて平成森林公園（野津原地区）へ。今年は猛暑が続き、山の季節の移り変わりも少
し遅れているようでした。そんな中、一足早く紅く染まり始めていた紅

も み じ

葉と出合いました。紅葉を眺め
る親子からは「小さい秋みぃつけた」とそんな声が聞こえてくるようでした。

佐藤 弘俊さん（上野丘）

第６回

次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
豊
後
大
友
氏
４
０
０
年

　
今
か
ら
約
４
５
０
年
前
の
戦
国
時

代
、豊
後
府
内
を
国
際
貿
易
都
市
と

し
て
繁
栄
さ
せ
た
大
友
宗
麟
。佐
藤
弘

俊
さ
ん
は
、そ
の
宗
麟
を
は
じ
め
と
す

る
豊
後
大
友
氏
の
顕
彰
を
目
的
に
設

立
さ
れ
た
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
友
氏
顕
彰

会
の
事
務
局
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
き
っ
か
け
は
、佐
藤
さ
ん
の

自
宅
近
く
に
大
友
館（
上
原
館
）跡
が

あ
り
、そ
の
歴
史
を
調
べ
て
い
く
う
ち

に
大
友
氏
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
て

い
っ
た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　
活
動
内
容
は
、大
友
氏
ゆ
か
り
の

史
跡
め
ぐ
り
の
企
画
や
研
究
活
動
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。特
に
、市
民
だ
け
で
な
く
、

全
国
に
も
豊
後
大
友
氏
の
魅
力
を
伝

え
よ
う
と「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
」の

実
現
を
目
指
し
、積
極
的
に
誘
致
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、市
が
８
月
に「
南
蛮
文
化
発

祥
都
市
お
お
い
た
」を
宣
言
し
た
こ
と

を
受
け
て「
今
が
豊
後
大
友
氏
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ャ
ン
ス
。大
分
に
は
世

界
文
化
遺
産
と
な
り
え
る
史
跡
や
歴

史
的
事
実
が
た
く
さ
ん
あ
る
」と
強
調
。

　「
豊
後
大
友
氏
４
０
０
年
の
歴
史
や

文
化
を
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
、大
分
に
誇
り
を
も
て
る
よ

う
な『
郷
土
愛
』が
芽
生
え
て
ほ
し
い
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、12
月
１
日
㈰
に
開
催
す
る

「
大
友
氏
フ
ォ
ー
ラ
ム
」へ
の
多
く
の

参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

表紙の
言葉

市では、新しい大分のまちを創造し、次の世
代に誇れる魅力と活力にあふれたまちづく
りを進めています。これから50年先、100
年先の未来の大分を共に築いていく人をシ
リーズで紹介します。

NPO 法人　大友氏顕彰会

大分市テレビ広報
ＴＯＳ

テレビ大分 11 2 ㈯

11 9 ㈯

番組案内

新たなにぎわいの創出へ
～まちなかにぎわい実証実験～

上記の再放送

さるっこレールと駐車場は有料です

　

　７月にデビューした「たかもも」。高崎山キャ
ラクター宣伝部長「たかもん」のデザインに続
き、おもてなし部長「たかもも」のデザイン(イ
ラストおよびロゴ、約20種類)も無料で使用
できるようになりました。
　商品やチラシ・名刺などに活用してみませ
んか。

高崎山  新キャラクター

　　　　 デザインで
大分をPRしよう

申込み
観光課、高崎山自然動物園に備え付けの使用許
可申請書（高崎山自然動物園ホームページでダ
ウンロードも可）に、必要書類を添えて直接、観
光課（本庁舎８階）へ。

高崎山無料の日

輪投げやパターゴルフなど
時間▶午前10時～午後３時

高崎山○×クイズ

たかもんガールズ

Ｐ
ピ ー ク ル

ＥＡＫＬの
ステージ

おサルさんと
写真を撮ろう

時間▶午前11時～

時間▶正午～、午後４時～

時間▶午後１時20分～

時間▶午後１時～

時間▶午前10時～
　　　10時30分

※ さるっこレールは往復100円（片道のみでも100円）、駐車料
金は普通車（軽自動車）400円、バス1,000円、二輪車無料。

※ 天候などにより、時間や内容などが変更になる場合が
あります。

かわいいおサルさんが見放題！

輪投げやパタ ゴルフなど
おもちゃで遊ぼう！

時間▶午後１時20分
ニホンザル鳴き声選手権大会

時間▶▶午前11時
たかもんのステージ

お問い合わせ　観光課　☎537-7043　　　高崎山自然動物園　☎532-5010

11月16日㈯（午前８時30分～午後５時）

当日参加ＯＫ


